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昨
事
務
年
度
に
引
き
続
き
、
石
巻
税
務

署
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
石
本

で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
事
務
年
度
同
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
石
巻
法
人
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ

た
り
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
21
年

11
月
に
全
国
で
初
め
て
創
設
さ
れ
た
法
人

会
と
し
て
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
税

務
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
正
し
い
税
知

識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高
揚
に
大
い
に

寄
与
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
租
税
教
室
の

講
師
派
遣
、
税
を
考
え
る
週
間
の
イ
ベ
ン

ト
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催
な
ど

税
の
啓
蒙
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
役
員
の
皆
様
や
会
員

の
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
の
賜
物
で

あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
巻
税
務
署
と
し
ま
し
て
は
、
貴
会
と

の
連
携
協
調
を
一
層
推
進
し
、
更
な
る
活

動
の
充
実
に
向
け
て
支
援
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
税
務
行

政
に
対
し
て
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
国
税
庁
に
お
き
ま
し
て
は
、
経

済
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
、
本
年
、

「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
―
税
務
行
政
の
将
来

像
２
０
２
３
―
」
を
公
表
し
、「
あ
ら
ゆ

る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き

る
社
会
」
と
い
う
将
来
像
に
向
け
て
、
自

宅
か
ら
の
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
等
を
利
用
し
た
申

告
の
周
知
・
広
報
、
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
や
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
の
利
用
勧
奨
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
、
貴
会
及
び
会
員
の

皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
周
知
・
広
報
、

利
用
拡
大
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
利
用
割
合
を

４
割
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
法

人
に
お
い
て
は
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
、
個
人

の
方
に
は
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
特
に
推

奨
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
な
い
方
に
は
、
是
非
、
早
期

の
ご
利
用
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
、
貴
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団

体
と
の
共
催
に
よ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会

の
開
催
や
、
制
度
の
円
滑
な
開
始
・
定
着

に
向
け
て
の
周
知
・
広
報
を
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
制
度
開
始
後
も
事

業
者
の
置
か
れ
た
状
況
は
様
々
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
制
度
の

周
知
・
広
報
、
説
明
会
の
開
催
に
よ
り
事

業
者
に
対
す
る
寄
り
添
っ
た
対
応
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法

人
石
巻
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁

栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か

ら
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

石
巻
税
務
署
長
か
ら
の
ご
挨
拶

石
巻
税
務
署
長　

石
　
本
　
峰
　
男

◦◦◦◦ 石巻税務署幹部職員人事異動 ◦◦◦◦
官　職　名 氏　　名 前　官　職

署　　長 石　本　峰　男 （留任）
総務課長 小　林　光　幸 酒田税務署 総務課長
管理運営部門 統括国税徴収官 佐々木　　　真 （留任）
徴収部門 統括国税徴収官 山　本　健　一 十和田税務署 徴収部門 統括国税徴収官
個人課税第一部門 統括国税調査官 山　崎　佳　子 仙台国税局 総務部 厚生課 厚生専門官
個人課税第二部門 統括国税調査官 山　中　竜　二 （留任）
法人課税第一部門 統括国税調査官 石　川　伸　一 仙台国税局 課税第二部 資料調査課 審理専門官
法人課税第二部門 統括国税調査官 旭　　　小百合 （留任）
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移動検診車による
定期健康診断

小さな会社のためのインボイス
制度実務のポイントセミナー

河南桃生支部税務研修会
並びに報告会・会員交流会 新設法人説明会

女川支部税務研修会並びに
報告会・会員交流会

移動検診車による
定期健康診断 

問題社員の
実務対応セミナー

初心者のための
簿記実務講座(全6回)

河南桃生支部
「楽天イーグルス観戦バスツアー」

東松島支部税務研修会
並びに報告会・会員交流会 石巻税務署への表敬訪問

日　付　令和４年７月21日㈮
会　場　石巻税務署

日　付　令和５年８月26日㈯
会　場　楽天モバイルパーク宮城

日　付　令和５年９月27日㈬
会　場　東松島市商工会本所
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

上席調査官　浅野 昭二 氏

日　付　令和５年９月19日㈫～ 10月４日㈬
会　場　石巻グランドホテル
講　師　東北税理士会石巻支部所属
　　　　髙橋囲税理士事務所  代表  髙橋 囲 氏

日　付　令和５年９月２日㈯
会　場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　医療法人社団進興会
　　　　　　　せんだい総合検診クリニック

日　付　令和５年９月12日㈫
会　場　河南桃生商工会本所
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

上席調査官　浅野 昭二 氏

日　付　令和５年８月22日㈫
会　場　石巻ルネッサンス館
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

上席調査官　中村 寿幸 氏

日　付　令和５年８月25日㈮
会　場　女川町かわまち交流センター
講師　石巻税務署法人課税第一部門

総括上席国税調査官　髙橋 知也 氏

日　付　令和５年７月１日㈯
会　場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　（一財）宮城県成人病予防協会

日　付　令和５年７月12日㈬
会　場　石巻グランドホテル
講　師　社会保険労務士法人Nice-One

代表　中山 伸雄 氏

日　時　令和５年８月２日㈬
会　場　石巻グランドホテル
講　師　おおおか税理士事務所

代表　大岡 百合子 氏

本 部 会

事 業
報 告
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元刑事の社労士が教える！
建設業・運送業の働き方改革セミナー

石巻支部税務研修会総務管理講座（全10回）

第40回石巻法人会
親睦ゴルフ大会

「南極生活で学んだ食材と環境
を大切にすること」セミナー

日　付　令和５年11月13日㈮
会　場　石巻グランドホテル
講　師　南極シェフ　渡貫 淳子 氏

日　付　令和５年10月12日㈭～ 11月13日㈪
会　場　石巻商工会議所
講　師　（第１回）社会保険労務士  伊藤 千晶 氏

（第２回）社会保険労務士  木村 大輔 氏
（第３回）社会保険労務士  鶴巻 八重 氏
（第４回）社会保険労務士  小野寺康広 氏
（第５回）社会保険労務士  今野 将克 氏
（第６回）社会保険労務士  今野 道夫 氏
（第７回）社会保険労務士  髙橋　 崇 氏
（第８回）社会保険労務士  菊地 敏宏 氏
（第９回）社会保険労務士  平間 正喜 氏
（第10回）社会保険労務士  髙階 正裕 氏

日　付　令和５年10月13日㈮
会　場　松島チサンカントリークラブ

日　付　令和５年10月23日㈪
会　場　石巻グランドホテル
講　師　ガーディアン社会保険労務士事務所

代表　惠島 美王子 氏

日　付　令和５年９月29日㈮
会　場　石巻ルネッサンス館
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

上席調査官　中村 寿幸 氏

令和６年度税制改正要望に関する提言活動 日　付　令和５年11月14日㈫
会　場　石巻市・女川町・東松島市・
　　　　石巻市議会・安住淳事務所

石巻市 石巻市議会

東松島市 女川町 安住淳事務所
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租税教室（5校目）

租税教室（7校目）

租税教室（6校目）

第39回全国大会(群馬大会)

いちごプロジェクト2023
夏うちわ配布

(公社)豊島法人会
青年部会との交流会

令和5年度県女連移動研修会

会員親睦交流会

（公社）仙台中法人会
女性部会との交流会

県青連
「第４回宮城県青年の集い」

第37回全国青年の集い「山形大会」

租税教室（8校目）

日　付　令和５年11月９日㈭・10日㈮
会　場　やまぎん県民ホールほか
演　題　「自らがリスクを取って挑戦する。
　　　　　だからこそ価値がある。」
講　師　ヤマガタデザイン㈱代表取締役　山中 大介 氏

日　付　令和５年７月12日㈬
会　場　石巻市立前谷地小学校
講　師　幹事　高村 貴裕 氏

日　付　令和５年９月14日㈭
会　場　JAみやぎシンケンファクトリーほか
演　題　「ユーザーイン経営」
講　師　アイリスオーヤマ㈱会長　大山 健太郎 氏

日　付　令和５年９月１日㈮
会　場　別邸壽（豊島区）

日　付　令和５年９月８日㈮
会　場　アインパルラ浦島（大崎市）
演　題　「世界農業遺産大崎耕土について」
講　師　 大崎市農政企画課世界農業遺産未来戦略室

自然環境専門員　三宅 源行 氏

日　付　令和５年９月８日㈮
会　場　鳴子温泉 湯本吉祥

日　付　令和５年９月８日㈮
会　場　鳴子温泉 湯本吉祥

日　付　令和５年７月４日㈫
会　場　石巻市立中津山第一小学校
講　師　副部会長　高橋　一 氏

日　付　令和５年７月６日㈭
会　場　石巻市立二俣小学校
講　師　幹事　佐藤 俊之 氏

日　付　令和５年７月５日㈬
会　場　石巻市立万石浦小学校
講　師　（5年生担当）幹事　　佐藤 大介 氏
　　　　（6年生担当）部会員　鈴木 孝正 氏

日　付　令和５年11月18日㈬
会　場　高崎芸術劇場
演　題 　「好機到来」
講　師　日本通信株式会社

代表取締役社長　福田 尚久 氏

日　付　令和５年８月４日㈮
会　場　石巻川開き祭り会場
配布本数　200本・ウェットティッシュ200個

女 性 部 会
青 年 部 会
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本 

間  

英 

一

本 

間  

英 

一

石
巻
千
石
船
の
会

石
巻
千
石
船
の
会

副
会
長

副
会
長

北

　上

　川

古
写
真
で
見
る
石
巻 

❸
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写
真
の
解
説
に
は「
明
治
二
六
年
五
月
二
日　

郡
司
大
尉
一
行
千
島
短
艇
航
之
途
中
石
巻
北
上
川

を
遡
り
帆
走
之
実
景　

仙
台
写
真
師
遠
藤
陸
郎
寫

製
」と
あ
る
。
宮
城
県
初
の
写
真
館
を
開
い
た
仙

台
の
遠
藤
陸
郎
撮
影
の
写
真
で
こ
れ
ら
の
ボ
ー
ト

は
川
を
遡
り
、
飯
野
川
～
追
波
川
を
経
由
し
三
陸

沿
岸
を
北
上
し
て
千
島
に
向
か
う
報
効
議
会
の
一

行
だ
っ
た
。

　

明
治
二
六
年
三
月
二
〇
日
、
元
海
軍
大
尉
郡
司

成
忠
が
結
成
し
た
報
効
議
会
が
千
島
開
拓
の
た
め

ボ
ー
ト
五
隻（
約
八
〇
名
）で
東
京
か
ら
千
島
の
占

守
島
に
向
か
っ
た
。
途
中
各
地
に
寄
港
し
て
明
治

二
六
年
五
月
一
日
、
石
巻
に
寄
港
し
た
。
郡
司
成

忠
一
行
は
寄
港
し
た
各
地
で
盛
大
な
歓
迎
を
受
け

て
い
る
。
石
巻
町
で
は
当
時
の
菊
池
益
吉
町
長
を

総
代
に
有
志
が
寄
付
金
を
募
り
歓
迎
会
の
準
備
を

し
た
。
一
行
を
案
内
す
る
た
め
救
難
所
の
船
が
満

艦
飾
を
揚
げ
て
川
口
沖
ま
で
出
迎
え
た
。
河
岸
の

至
る
所
に
人
山
が
で
き
、
一
行
が
北
上
川
に
入
る

と
共
に
何
れ
も
帽
子
や
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
て
近
来

希
な
る
賑
い
で
あ
っ
た
と
奥
羽
日
々
新
聞
の
記
事

に
あ
る
。

　

報
効
議
会
の
団
旗
を
揚
げ
た
ス
ル
ー
プ
型
帆
船

七
〇
石
積
の
報
効
丸
を
先
頭
に
二
隻
の
洋
式
帆
船

と
ヤ
ン
ノ
ー
船（
和
船
）二
隻
が
本
町
河
岸
に
着
岸

し
た
。
午
後
三
時
、
中
瀬
か
ら
着
岸
を
知
ら
せ
る

花
火
が
上
が
り
、
近
く
の
川
端
は
黒
山
の
よ
う
な

人
で
溢
れ
か
え
っ
た
。
歓
迎
式
は
中
瀬
の
一
府
九

県
聯
合
水
産
共
進
会
会
場
跡
地
で
行
わ
れ
、
菊
池

町
長
や
大
街
道
士
族
授
産
場
総
代
細
谷
直
英
の
挨

拶
が
あ
り
、
記
念
品
と
し
て
白
の
フ
ラ
ン
ネ
ル
布

地
と
大
旗
が
贈
ら
れ
た
。
郡
司
大
尉
の
演
説
で

は
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
報
効
議
会
万
歳
、
郡
司

大
尉
万
歳
の
連
呼
で
答
え
た
。
そ
の
後
日
和
山
に

移
動
し
て
桜
の
下
で
立
食
で
の
晩
餐
会
を
行
っ
て

い
る
。

　

翌
五
月
二
日
一
〇
時
に
ボ
ー
ト
は
千
葉
甚
旅
館

前
に
整
列
し
、一
二
時
一
〇
分
に
出
帆
し
た
。ボ
ー

ト
に
は
湊
救
難
会
の
萬
代
勘
太
夫
翁
が
北
上
川
の

水
先
案
内
と
し
て
乗
組
ん
で
い
る
。
郡
司
大
尉
は

千
葉
甚
旅
館
に
宿
泊
し
、
こ
の
写
真
は
同
旅
館
の

二
階
か
ら
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

　

報
効
議
会
は
当
時
、
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
で
千

島
の
領
土
を
守
る
た
め
に
当
時
無
人
だ
っ
た
占
守

島
へ
開
拓
団
を
定
住
さ
せ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。

郡
司
成
忠
一
行
は
、
青
森
県
沖
で
は
荒
天
の
た
め

短
艇
一
艘
が
遭
難
し
一
〇
名
が
死
亡
、
別
行
程
の

気
仙
沼
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
鼎
浦
丸
も
遭
難
し
九
名

が
死
亡
し
て
い
る
。
一
行
は
予
定
よ
り
大
幅
に
遅

れ
、
小
型
の
ボ
ー
ト
で
千
島
へ
行
く
の
は
不
可
能

と
い
う
こ
と
で
軍
艦
磐
城（
ば
ん
じ
ょ
う
）に
便
乗

し
て
八
月
三
一
日
に
予
定
し
て
い
た
占
守
島
に
到

着
し
た
。
占
守
島
で
は
郡
司
の
他
、
後
に
南
極
探

検
で
有
名
に
な
る
白
瀬
矗
ら
七
名
が
越
冬
し
た
。

し
か
し
、
捨
子
古
丹
島
で
越
冬
し
た
九
人
は
二
酸
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化
炭
素
中
毒
で
全
員
死
亡
す
る
悲
惨
な
事
故
も

あ
っ
た
。
占
守
島
に
は
明
治
二
九
年
か
ら
本
格
的

な
入
植
が
は
じ
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
ソ
連

に
侵
略
さ
れ
る
ま
で
定
住
し
て
い
た
。

　

次
の
写
真
は
、
明
治
三
一
年
改
修
後
の
西
内
海

橋
で
明
治
三
〇
年
代
中
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
右
手

の
望
楼
は
、
中
町
の
石
巻
警
察
署
内
に
設
置
さ
れ

た
消
防
組
の
火
の
見
櫓
で
あ
る
。
石
巻
警
察
署
の

建
物
は
明
治
二
一
年
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
火
の
見
櫓
も
同
じ
こ
ろ
の
建
設
と
思
わ
れ

る
。
中
央
左
側
欄
干
越
し
に
見
え
る
四
本
の
マ
ス

ト
は
ラ
ッ
コ
船
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

明
治
三
〇
年
頃
よ
り
石
巻
で
も
ラ
ッ
コ
船
が
建

造
さ
れ
、
同
四
四
年
に
ラ
ッ
コ
保
護
条
約
で
ラ
ッ

コ
漁
が
禁
止
に
な
る
ま
で
石
巻
で
は
五
～
六
隻
の

ラ
ッ
コ
船
が
活
動
し
て
い
た
。
橋
の
上
流
側
に
設

置
さ
れ
て
い
る
三
角
形
に
組
ま
れ
た
材
は
、
流
木

や
冬
季
の
流
氷
な
ど
で
橋
脚
が
損
傷
す
る
の
を
防

ぐ
材
除（
ざ
い
よ
け
）で
、
東
内
海
橋
に
は
な
ぜ
か

見
ら
れ
な
い
。

　

内
海
橋
は
明
治
一
五
年
七
月
の
架
橋
で
、
水
沼

村
の
内
海
五
郎
兵
衛
が
個
人
で
建
設
し
た
橋
で
あ

る
。
当
初
は
有
料
だ
っ
た
が
明
治
三
三
年
に
廃
止

後
宮
城
県
に
引
き
継
が
れ
た
。
架
橋
以
来
何
度
か

の
大
洪
水
で
橋
が
損
傷
し
、
明
治
三
〇
～
三
一
年

の
東
西
内
海
橋
の
改
修
補
強
工
事
、
明
治
四
四
年

に
は
東
内
海
橋
架
け
替
え
、
大
正
三
年
に
は
西
内

海
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

最
後
の
写
真
は
住
吉
か
ら
撮
影
し
た
東
内
海
橋

で
、
年
代
も
明
治
三
〇
年
中
頃
と
思
わ
れ
る
。

　

の
ど
か
な
光
景
に
見
え
る
が
、
中
瀬
の
先
端
に

は
石
垣
を
守
る
た
め
の
保
護
材
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
東
内
海
橋
は
明
治
四
四
年
九
月
に
架
け
替
が

竣
工
し
、橋
脚
は
鉄
パ
イ
プ
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

大
正
二
年
八
月
の
海
嘯（
台
風
の
高
潮
）で
被
害
を

受
け
橋
が
一
部
陥
没
し
波
打
つ
状
態
に
な
り
、
半

月
ほ
ど
不
通
に
な
っ
た
。
こ
の
高
潮
で
は
牡
鹿
郡

の
死
者
は
二
七
名
で
石
巻
で
は
浜
横
町
で
親
子
三

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
全
壊
・
流
失
家
屋
は

七
二
〇
棟
だ
っ
た
。最
大
風
速
は
三
八
メ
ー
ト
ル
、

高
潮
は
内
海
橋
を
越
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

日
和
山
で
は
樹
齢
三
〇
〇
年
を
超
え
る
松
、
杉
の

大
木
が
倒
れ
、
零
羊
崎
神
社
の
山
門
が
倒
壊
、
社

殿
に
掲
げ
て
あ
っ
た
大
絵
馬
も
落
下
、
梅
渓
寺
の

僧
房
も
倒
壊
し
て
い
る
。
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税理士　手　嶋　浩　明　

インボイス発行事業者でない事業者との取引について
～経理課社員リサと顧問税理士サキ先生の税務問答～　　

　　筆者紹介
手嶋浩明（てしま・ひろあき）
　1972年生まれ。東京国税不服審判所審判部、東京国税局査察部査察審理課、東京国税局管内の税務署において法
人課税部門の審理担当として各法人会をサポート、などを経て、東京都中央区で税理士登録。互井敏勝税理士事務所
に勤務。中小企業を中心に財務・税務サービスを行う。

　リサ　　令和５年10月１日から消費税のインボイス制度が始まりました。インボイス発行事業
者でない事業者との取引をした場合は、どのような影響があるのでしょうか。

サキ先生　インボイスは、Ｔで始まる数字13桁の登録番号や商品ごとの税率（８％か10％）等を
明記した請求書等で、買手の事業者が納める消費税を計算する際に、売上に係る消費税
から仕入れに係る消費税を控除するために必要になります。ただし、インボイスを発行
できるのは、インボイス発行事業者の登録をした消費税の課税事業者に限られます。し
たがって、インボイス発行事業者でない事業者が発行する請求書等に記載された消費税
相当額は、事業者が消費税を計算する際に消費税として控除できません。
　ただし、経過措置として最初の３年間は、この事業者に支払った消費税相当額の
80％は控除可能です。また、次の３年間は、消費税相当額の50％は控除可能となって
います。

　リサ　　インボイス発行事業者でない事業者との取引により、消費税の負担が増えるのですね。
サキ先生　すべての事業者に影響があるかというと、そうではありません。簡易課税を選択してい

る事業者は、納める消費税を計算する際に控除する消費税を、支払った消費税ではな
く、売上に係る消費税に一定のみなし仕入れ率を乗じて算出するため、インボイスを必
要とせず、インボイス発行事業者でない事業者との取引であっても、事業者が納税する
消費税には影響しません。

　リサ　　免税事業者がインボイス発行事業者になった場合、この事業者自身の消費税についても
教えてください。

サキ先生　免税事業者がインボイス発行事業者になると、課税事業者として消費税の納税義務が生
じます。ただし、免税事業者がインボイス発行事業者として課税事業者になった場合、
３年間（令和５年10月１日～令和８年９月30日を含む課税期間が対象で、基準期間の
課税売上高が１千万円を超える課税期間等を除く）は、負担軽減措置として、売上に係
る消費税の２割を納税額とすることができます。

　リサ　　そうすると、免税事業者は、インボイス発行事業者になった方が良いのでしょうか。
サキ先生　インボイス発行事業者としての登録をするかどうかは任意です。取引先が課税事業者で

インボイスを必要とするかどうかなどを考慮して登録するか否かを判断するのが良いと
思います。

　リサ　　事業者がインボイス発行事業者でない事業者に対して、取引価格の引下げなどを要請し
ても問題ありませんか？

サキ先生　事業者がインボイス発行事業者でない事業者に対し、取引価格の引下げなどを要請し、
双方納得の上で取引価格を設定すれば、直ちに問題になるものではありませんが、例え
ば、一方的に通告する行為は優越的地位の濫用として、独占禁止法や下請法上問題にな
るおそれがありますので注意が必要です。
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社
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介
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３
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６
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開
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ー
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〔
有
料
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業
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辻　
　

明
里　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
１

－
１

－

１

JR
仙
台
イ
ー
ス
ト
ゲ
ー
ト
ビ
ル
２
Ｆwework

そ
の
他
、掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
３
社
様
に
も
ご
入
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新 
規 

入 

会 

会 

員 

紹 

介
※
入
会
日
の
若
い
順
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

（
令
和
５
年
７
月
～
令
和
５
年
11
月
）（
敬
称
略
）

▪解答を書いたパズルを
切り取るかまたはコピー
して、ハガキに貼り、住
所・氏名・連絡先と広報
誌の感想・ご意見などを
一言ご記入いただき、法
人会事務局へお送り下さ
い。正解者の中から抽選
でクオカード1,000円分
を3名様へプレゼントい
たします。〆切は１月末
日までとさせていただき
ます。

〒986-0032
石巻市開成1－35
石巻ルネッサンス館内

（公社）石巻法人会
パズル係

《送り先》

パズル・四字熟語
※空いているマスに漢字を入れて、四字熟語を完成させましょう。
すべて完成させ、タテに読むと、また別の四字熟語が完成します。 
なんだかわかりますか？

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する
出版社。数独・クロスワードなどのパズルをメディアへ提
供するコンテンツメーカーでもある。パズルＡＳＰ「ｅ－
数独」をＢtoＢ向けにリリース。

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。http://www.i-houjinkai.jp

行 事 予 定
12月１日 ㈮ 東北六県連：事務局職員研修会 15:00 仙台国際ホテル

12月４日 ㈪ 女性部会：第４回役員会 13:30 石巻ルネッサンス館

12月９日 ㈯ インフルエンザ予防ワクチン接種   9:00 石巻ルネッサンス館

12月12日 ㈫ 県連：第３回総務委員会 15:00 宮城県法人会連合会事務局

12月15日 ㈮ 県連：第２回事務局職員研修会 14:00 未定

12月19日 ㈫ 県連：第３回事務局長会議 14:00 未定

12月20日 ㈬
県青連：第３回事業推進委員会 18:30 未定

令和５年度納税表彰者を祝う会 18:30 割烹 滝川

12月22日 ㈮ 女性部会：フラワーアレンジメントセミナー 14:00 石巻グランドホテル

12月28日 ㈭ 御用納め・大掃除

12月29日 ㈮ 冬季休暇

12月30日 ㈯ 　↓

12月31日 ㈰ 　↓

１月１日 ㈪ 　↓

１月２日 ㈫ 　↓

１月３日 ㈬ 　↓

１月４日 ㈭ 　↓

１月５日 ㈮ 仕事始め

１月９日 ㈫ 石巻税務署へ新年の表敬訪問 10:30 石巻税務署

１月19日 ㈮ 県連：新年賀詞交歓会 17:00 江陽グランドホテル

１月23日 ㈫ 新春講演会並びに新年賀詞交歓会16:00 石巻グランドホテル

１月23日 ㈫ 全法連：新年賀詞交歓会 未定 帝国ホテル

２月６日 ㈫ 東北六県連：事務局長会議 14:00 未定

２月７日 ㈬
県女連：第４回部会長会議 12:00 未定

法人税務セミナー① 14:00 石巻ルネッサンス館

２月８日 ㈭ 法人税務セミナー② 14:00 石巻ルネッサンス館

２月９日 ㈮ 新設法人説明会 14:00 石巻ルネッサンス館

２月14日 ㈬
県連：第２回事業委員会 15:00 宮城県法人会連合会事務局

全法連：税制セミナー 未定 ハイアットリージェンシー東京

２月16日 ㈮

県連：第４回事務局長会議 14:00 宮城県法人会連合会事務局

全法連：第２回広報委員会 未定 未定

県青連：第４回部会長会議 18:30 未定

２月17日 ㈯ 女性部会：新年の会員交流会 17:00 東京方面

２月20日 ㈫ 県連：第３回厚生委員会 15:00 大同生命保険㈱仙台支社

２月22日 ㈭ 県連：第３回組織委員会 15:00 宮城県法人会連合会事務局

２月28日 ㈬ 県連：第３回税制委員会 15:00 宮城県法人会連合会事務局

３月５日 ㈫ 県連：第３回広報委員会 15:00 未定

３月13日 ㈬ 東北六県連：東北内法人会会長サミット 未定 江陽グランドホテル

３月14日 ㈭ 県連：第４回総務委員会 15:00 宮城県法人会連合会事務局

３月22日 ㈮
第３回正副会長会議 11:00

石巻グランドホテル
第３回理事会 12:00

３月27日 ㈬ 県連：第３回理事会 16:00 江陽グランドホテル

思案投○
竜頭蛇○
　　　○網打尽
　　突○作業
　　　○祖伝来
　　鬼○仏心
　信賞○罰
　　優○劣敗
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